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母子保健法上の県の役割母子保健法上の県の役割

 母子保健法第８条 母子保健法第８条

 都道府県の援助等

 都道府県は この法律の規定により市町村が行う母子保健に関す 都道府県は，この法律の規定により市町村が行う母子保健に関す
る事業の実施に関し，市町村相互間の連絡調整を行い，及び市町
村の求めに応じ，その設置する保健所による技術的事項について
の指導，助言その他当該市町村に対する必要な技術的援助を行う
ものとする。

地域保健法上の県の役割

地域保健法第 条② 地域保健法第３条②

 都道府県は，当該都道府県が行う地域保健対策が円滑に実施でき
るように 必要な施設の整備 人材の確保及び資質の向上 調査及るように，必要な施設の整備，人材の確保及び資質の向上，調査及
び研究等に努めるとともに，市町村に対し，前項の責務が十分に果
たされるように，その求めに応じ，必要な技術的援助を与えることに
努めなければならない努めなければならない。



市町村で実施している
母子保健サ ビス等の実施状況母子保健サービス等の実施状況

出生 家庭訪問
新生児訪問
乳児家庭全戸訪問乳児家庭全戸訪問
養育支援訪問

乳幼 健康診査

妊娠届出時の
面接相談

乳幼児健康診査
２ヶ月児健診(医療機関）

３～４ヶ月児健診(保健センターなど）その他各種相談 ヶ月児健診(保健センタ など）

８ヶ月児健診(医療機関)

１歳６ヶ月児健診(保健センターなど）

３歳児健診(保健センターなど）

や乳幼児教室

３歳児健診(保健センターなど）

就学時健診(保健センターなど）
この他，市町村により時期を決めて相談

を実施していることが多い。を実施している とが多い。



１歳６か月児健康診査及び３歳児健康診査における
発達障害児把握 関する実態調査発達障害児把握に関する実態調査

 調査対象 県内各市町村母子保健担当者

 調査内容 平成１８年度中に実施した １歳６ 調査内容 平成１８年度中に実施した，１歳６
か月児健診と３歳児健診を受健し
た児のうち 健診の結果発達障害た児のうち，健診の結果発達障害
を疑った児（脳性麻痺を含む身体
障害児を除く）について，次に挙げ
る項目る項目



調査項目
(１歳６ 月児 ３歳児健診共通）(１歳６ヶ月児，３歳児健診共通）

 平成１８年度の１歳６ヶ月児受診者数 平成１８年度の１歳６ヶ月児受診者数

 発達障害の疑いのあった児の数

 気になった内容（行動面の異常，発達面の遅れ）

 対応の内訳（継続的なフォローの方法，連携先，次の相談機
関としてすすめた先等）

 専門機関での相談結果（診断名，障害名）

 現在継続支援している児の数



発達障害を疑 た児発達障害を疑った児

 １歳６ヶ月児健診受診児全体の１１％ １歳６ヶ月児健診受診児全体の１１％

歳児健診受診児全体 ３歳児健診受診児全体の８％

 鳥取県の５歳児健診（1015名）で、軽度発達障害児の出現頻
度は9.3％。栃木県の５歳児健診（1056名）で8.2％という出現
頻度

出典；平成18年度 厚生労働科学研究「軽度発達障害児の発見
と対応システムおよびそのマニュアル開発に関する研究」

（主任研究者：小枝達也 鳥取大学地域学部教授）



健診で気にな た内容健診で気になった内容
１歳６ヶ月児健診で

発達障害を疑 た児について
３歳児健診で

発達障害を疑った児について

気になった内容内訳
発達障害を疑った児の
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対応の内訳(１歳６ヶ月児健診後）対応の内訳(１歳６ヶ月児健診後）
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対応の内訳(３歳児健診後）対応の内訳(３歳児健診後）
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専門機関での相談所見専門機関での相談所見
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健診で発達障害を疑った児のうち
今も経過を追 ている率今も経過を追っている率

 １歳６ヶ月児健診で発達障害を疑った幼児１ ０７１人の １歳６ヶ月児健診で発達障害を疑った幼児１，０７１人の
うち，７２２人（６７％）について，その後も，経過を追って
発達状況の確認を行っていた発達状況の確認を行っていた。

 ３歳児健診で発達障害を疑った幼児８１７人のうち，５２９
人（５１％）について，その後も，経過を追って発達状況
の確認を行っていた。



調査のまとめ
(１歳６ 月児健診後）(１歳６ヶ月児健診後）

 市町村は 市町村は，

 健診で専門機関に紹介しない場合でも，問題を早期に把握
し 様々な母子保健事業等の手段を活用して発達を促していし，様々な母子保健事業等の手段を活用して発達を促してい
た。

 １歳６ヶ月児健診受診児の１１％に発達障害を疑い，その４％
に専門機関をすすめていた この時点で発達障害の所見がに専門機関をすすめていた。この時点で発達障害の所見が
ついた幼児は受診児全体の０．５％であった。

 健診後も，発達障害を疑った幼児の６７％について，その後も
経過を追って 発達の確認を行っていた経過を追って，発達の確認を行っていた。



調査のまとめ(３歳児健診後）調査のまとめ(３歳児健診後）

 市町村は 市町村は，

 健診で専門機関に紹介しない場合でも，問題を早期に把握
し 様々な母子保健事業等の手段を活用して発達を促していし，様々な母子保健事業等の手段を活用して発達を促してい
た。

 ３歳児健診受診児の８％に発達障害を疑い，その１６％に専
門機関をすすめていた この時点で発達障害の所見がつい門機関をすすめていた。この時点で発達障害の所見がつい
た幼児は受診児全体の２％であった。

 健診後も，発達障害を疑った幼児の５１％の経過を追って，発
達の確認を行っていた達の確認を行っていた。



調査から感じたこと調査から感じたこと

発達障害の課題が市町村に重くのしかかっている発達障害の課題が市町村に重くのしかかっている

 発達障害児の早期把握・早期支援ができるような，市町
村母子保健担当者が活動しやすい県内の連携体制が村母子保健担当者が活動しやすい県内の連携体制が
必要である。

 乳幼児健診の精度を高めるために，市町村母子保健担 乳幼児健診の精度を高めるために，市町村母子保健担
当者の研修を系統立てて行う必要がある。

 これら二つの課題を，関係者と共有し対策を実行してい
く必要があるく必要がある。



発達障害児の親支援検討会の開催発達障害児の親支援検討会の開催

目的 目的

 母子保健担当者が発達障害児を抱える家庭をアセスメント
親 係 構築を個 体的 支援し，よりよい親子関係の構築を個別具体的に支援していける

よう，県としての役割を整理するために実施

催時期 開催時期

 平成２０年度(１０月～１月に３回開催）

 実施内容

 乳幼児健診での発見から保育・教育機関と連携した支援のあ 乳幼児健診での発見から保育 教育機関と連携した支援のあ
り方を整理し，報告書を作成。

 検討メンバー 検討メンバ

 助言者 臨床心理士１名，市町村保健師３名，県保健師１
名 県心理判定員２名 県関係課から２名名，県心理判定員２名，県関係課から２名



検討会で話題とな たこと検討会で話題となったこと

 発達障害は障害 教育 母子保健の３分野が重複して 発達障害は障害，教育，母子保健の３分野が重複して
いる課題。

 相談機関は多種多様にあるが，発見から支援までの一
貫した体制作りが，母子保健分野に期待されている役割
になる。

 スクリーニング時の視点 発見後 親が障害を認識でき スクリーニング時の視点，発見後，親が障害を認識でき
るまでの不安にどう寄り添うかにポイントを置いた検討
が母子保健分野にも必要であるが母子保健分野にも必要である。



検討会で作成した
報告書の紹介報告書の紹介



報告書の紹介報告書の紹介





検討会で共有できた課題検討会で共有できた課題

 乳幼児健診の精度を高め 関係者が適切に親の支援が 乳幼児健診の精度を高め，関係者が適切に親の支援が
できるような研修会の開催が必要である。

 「望ましい連携図」を目指し，各機関で活動を重ね，引き
続き課題を持ち寄り，検討を継続していくことが大切であ
る。



「発達が気になる子の親支援研修会」の実施
(今年度２回開催）(今年度２回開催）

 目的 目的

 乳幼児健診をはじめとする母子保健サービスにおいて，専
門家が適切に親支援ができるように，支援者が判断に迷門家が適切に親支援ができるように，支援者が判断に迷
いがちな乳幼児精神発達の境界例の見かたや支援方法に
ついて研修を実施する。

 対象者

 各市町村及び県の乳幼児発達支援に関わる関係者

 内容
 １回目｢グレーゾーンの発達障害の理解と対応」 １回目｢グレ ゾ ンの発達障害の理解と対応」

 ２回目「乳幼児の精神発達について」



次の課題は次の課題は

 報告書を活用した実践活動をどう組み立てるか 報告書を活用した実践活動をどう組み立てるか

 具体的には，報告書の内容を乳幼児健診で活用してもらい，
その声を収集し また改善するその声を収集し，また改善する。

（報告書の第２版の作成）

 本庁で実施する研修と 市町村を管轄する保健所とで実施す 本庁で実施する研修と，市町村を管轄する保健所とで実施す
る研修との体系化

 教育や障害の分野との連携

 広域会議に母子保健の活動を報告しつつ，相互に協力し合
えるよう情報交換を密にしていく。



何が取り組みのポイントだ たか何が取り組みのポイントだったか

 実態調査を実施し 現状が把握できたことで 実態調査を実施し，現状が把握できたことで
次の課題が明確になった。

課題を関係者と共有する機会を持 たこと 課題を関係者と共有する機会を持ったこと
で，協力者が増え，活動が広がった。

今後も次 展開を企 ながら 継続 た今後も次の展開を企画しながら，継続した取
り組みを行いたい。り組みを行いたい。


